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研究成果の概要（和文）：ロシアの露露辞典を分析対象として名詞と形容詞の全ての見出語を抽出し、データベース化
を試みた。『ロシア語詳解大辞典』（13万語）には31,973語の名詞が見出語として収められ、男性名詞が15,267語、女
性名詞が10,157語、中性名詞が4,455語、両性名詞が374語（男・女ー329語、男・中ー19語、女・中ー26語）、複数名
詞が1,720語であること等が判明した。『ロシア語詳解辞典』（8万語）には15,972語の形容詞が収録され、硬変化型が
15,300語で95.8%を占めた。軟変化型は385語で2.4%であること等が判った。得られた数多くの事実はロシア語教育に即
反映させ活用できるものである。

研究成果の概要（英文）：In this study Russian explanatory dictionaries served as a basis for building a 
database of nouns and adjectives. The built database of nouns showed that the “Big explanatory 
dictionary of the Russian language” (130,000 words) comprises 31,973 nouns, where 15,267 are masculine 
nouns, 10,157-feminine nouns, 4,455-neuter nouns, 374-amphoteric nouns (masculine/feminine (329), 
masculine/neuter (19), feminine/masculine (26)), and 1,720-plural nouns. “Explanatory dictionary of the 
Russian language” (80,000 words) contains 15,972 adjectives, among which 15,300 (95.8%) are hard 
adjectives and 385 (2.4%) are soft adjectives. The findings of the study can be easily projected and 
applied to the Russian language education.

研究分野： 言語学、言語教育学、言語政策論
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１．研究開始当初の背景 
⑴ロシア本国や欧米等におけるロシア語学
分野では、格変化型の歴史的変遷に関する研
究(Durnovo N.N.:1924, Kuznetsov P.C.:1953, 
Avanesov R.I.:1978) やアクセント研 究
(Bystrov A.:1942, Garde P:1968, Red'kin 
V.A.:1971, Steele R.:1975, Zaliznyak 
A.A.:1985)など、名詞及び形容詞の研究で顕
著な成果をあげている。しかし、ソ連末期の
ペレストロイカ（1985）以降、急激な社会変
動とともにロシア語の種々の言語変化が進
行したと言われる時期の言語資料に基づい
た研究は非常に限定的である。 
 
⑵日本ではロシア語研究者の数が少ない上、
その多くが動詞研究に比重を置いている。そ
の中でも名詞及び形容詞のロシア語アクセ
ントに関する優れた研究（城田俊:1978、服
部文昭:1989、神山孝夫:1990）が存在するが、
十分に研究し尽くされているわけではない。 
 
⑶特筆すべき研究動向としては、浦井康男氏
による、Zaliznyak A.A.の『ロシア語文法辞
書』の電子データベースを活用した名詞に関
する格変化型とアクセント型の研究の一部
が日本ロシア文学会全国大会（2001）で発表
された。 
 
２．研究の目的 
⑴現代ロシア語の名詞及び形容詞の語形変
化型とアクセント型などの全体像を明らか
にする。 
 
⑵ソ連崩壊後に出現した新しい語彙を中心
に名詞及び形容詞の各タイプの生産力の程
度や、語形変化型とアクセント型などの間
の相関性の有無等を確認する。 
 
⑶当該研究成果をロシア語教育の現場に反
映させるために、教材開発の現場で活かす
可能性を探る。 
 
３．研究の方法 
⑴現代ロシア語名詞の数量的分析を実施す
るための研究基盤づくりを行う。具体的には、
『ロシア語詳解大辞典』（13 万語、2003、S.A.
クズネツォフ編、サンクトペテルブルグ）を
基礎資料として、収録されているすべての名
詞を抽出し、データベース化作業を行う。ま
ず①アルファベット順にリストの形で入力
し、次に②必要情報項目（文法性、単数形及
び複数形の全語形変化表、アクセント記号の
付与等）を入力する。さらに③入力を終了し
た段階で、すべての名詞に関する格変化系列
とアクセント系列のグルーピング作業を行
い、系列情報をデータベースに追加入力する。
こうして作成したデータに基づき、④格変化
系列およびアクセント系列の相対化作業を
実施し、主系列と非主系列の詳細な状況を整
理する。そして⑤新しい時代と社会の諸相を

反映しているような語を特に取り上げて、各
語の格変化型、アクセント型を調べ、生産力
のあるタイプの確定を試みる。 
 
⑵現代ロシア語形容詞の数量的分析を実施
するための研究基盤づくりを行う。具体的に
は、『ロシア語詳解辞典』（8万語、2013、S.I.
オジェゴフ、N.Yu. シュヴェドヴァ編、モス
クワ）を基礎資料として、まず①名詞の場合
と同様、語のリスト化、必要情報項目（硬
変化・軟変化の別、長語尾形及び短語尾形
における男・中・女・複の全語形変化表、
アクセント記号の付与等）の入力といった
データベース化作業を行う。次に②類型化
を試み、格変化型とアクセント型の生産的
なものと揺れのあるものなどに関する詳細
な状況を明らかにする。 
 
⑶得られた研究成果のうち、ロシア語教育
の現場で活用できる有益な情報を選別し、
ロシア語教材の記述内容に反映させる方法
を検討する。 
 
４．研究成果 
⑴『ロシア語詳解大辞典』（13 万語、2003、
サンクトペテルブルグ）を分析対象として名
詞のすべての見出語を抽出し、約 1年間に及
ぶ手入力作業によってデータベースを作成
した。当該辞典には、31,973 語の名詞が見出
語として収められ、男性名詞が 15,267 語、
女性名詞が 10,157 語、中性名詞が 4,455 語、
両性名詞が 374 語、複数名詞が 1,720 語であ
ること等が判明した。このことから男性名詞
が名詞全体の 5 割（47.7%）近くを、女性名
詞が 3 割（31.8％）を、中性名詞が 1 割強
（13.9%）を占めることがわかった。 
 
⑵ロシア語名詞は、基本的に語形などにより
六つのタイプ（⒈子音字で終わる、⒉-ь で終
わる、⒊-а/-я で終わる、4. -е で終わる、⒌
形容詞男性形）の形式を持つ（以上、⒈から
⒌までは語形変化を伴うもの）、⒍不変化名
詞）に分類できることが判明した。通常、中
性名詞の語形である-е で終わる男性名詞で、
且つ格変化するものは、подмастерье の 1語
のみであった。 
 
⑶女性名詞は、四つのタイプ（⒈-а/-я で終わ
る、⒉-ь で終わる、⒊形容詞女性形の形式を
持つ、⒋不変化名詞）に分類できることが判
明した。 
 
⑷中性名詞は、四つのタイプ（⒈-о/-е(-ё)で終
わる、⒉-мя で終わる、⒊形容詞中性形の形
式を持つ、⒋不変化名詞）に分類できること
が判明した。 
 
⑸両性名詞は、三つのタイプ（⒈男性・女性
－329語、⒉男性・中性－19 語、⒊女性・中
性－26 語）があることが判明した。その中で



最も多いのが男性名詞にも女性名詞にもな
る両性名詞で、両性名詞全体の約９割
（88.0%）を占めることがわかった。 
 
⑹『ロシア語詳解辞典』（8万語、2013、S.I.
オジェゴフ、N.Yu. シュヴェドヴァ編、モス
クワ）を分析対象として形容詞のすべての見
出語を抽出し、約半年間に及ぶ手入力作業に
よってデータベースを構築した。当該辞典に
は、15,972 語の形容詞が見出語として収めら
れ、これらすべての形容詞のうち硬変化型形
容詞が 95.8%（15,300 語）を占め、一方、軟
変化型形容詞がわずか 2.4%（385 語）にすぎ
ないことが判明した。この事実は、ロシア語
教育の中で形容詞の文法項目として両者が
同等に扱われている現実にある種の再考を
促すものである。ついでながら、不変化形容
詞は41語（0.03%）存在することがわかった。 
 
⑺硬変化型形容詞の全 15,300 語のうち
11,172語が новый 型で73%（11,172/15,300）
を占めること、軟変化型形容詞の全 385 語の
うち 266 語が хороший 型で 69.1%（266/385）
を占めることが判明した。 
 
⑻形容詞長語尾形の硬変化型（15,300 語）と
軟変化型（385 語）のすべてにおいてアクセ
ント移動がないことがわかった。 
 
⑼見出語として収録された全形容詞のうち
短語尾形を形成する形容詞が 3,564 語で
22.3%（3,564/15,972）、短語尾形を形成しな
い 形 容 詞 が 12,408 語 で 77.7%
（12,408/15,972）を占めることが判明した。 
 
(10)男性短語尾形を持つ形容詞3,544語のう
ち 54.6%に当たる 1,935 語で出没母音が存在
すること、さらにその出没母音が出現する形
容詞の 94.6％（1,831 語）が-ен という語尾
を取ることが判明した。この事実も中級レベ
ルのロシア語教育の現場において非常に役
立つであろう知見である。 
 
(11)短語尾男性形・女性形・中性形・複数形
の全ての語形形成が可能な形容詞が3,322語
存在することが判明した。これは短語尾形を
形成するすべての形容詞のうちの 93.7%
（3,322/3,544）である。 
 
(12) 形容詞短語尾形には I 型（アクセント
は常に語幹）、II 型（男性形以外は語尾に移
動）、III 型（女性形のみが語尾に移動）、IV
型（アクセント移動の揺れは 7分類が可能）
という４つのアクセント型が存在すること
が判明した。 
 
(13) 形容詞短語尾形においてアクセント移
動に揺れのある形容詞は 206 語あり、短語尾
形を形成できる全形容詞（3,544 語）のうち
5.8%に相当することがわかった。揺れが観察

される箇所は、①複数形、②女性形、③中性
形・複数形、④男性形・複数形、⑤女性形・
中性形・複数形、⑥女性形・複数形、⑦全語
形である。このうち最も揺れの多い箇所は、
①の複数形で、62.4%（128/206）を占める。 
 
(14)アクセント型の比率では I型（アクセン
トは常に語幹）が 90.2%（2,996 語）を占め、
II 型が 0.9%（31 語）、III 型が 2.7%（89 語）、
IV型は6.2%（206語）であることが判明した。
この事実もロシア語教育において極めて有
益な知見である。 
 
(15) II 型では 1〜3 音節語幹の形容詞が 9割
（29 語）以上を占めること、III 型では単音
節語幹の形容詞が 9割以上（82 語）を占める
こと、IV 型では単音節語幹の形容詞が 8割以
上（175 語）を占めることがわかった。 
 
(16)上記の成果の一部は、筑波大学グローバ
ルコミュニケーションセンターの新しいロ
シア語教材やNHKラジオまいにちロシア語入
門編（2015 年 8月号）「サバイバルロシア語」
（研究代表者が担当講師）のテキストの中で
活用した。 
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